
一緒にあそぼう！   ～遊び方のご紹介～ 

第２回：粘土 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんやその時の状況により、目的や見ているポイントは違うかもしれません。 

詳しいことやご質問は、担当職員にご確認をお願い致します！ 

触る感覚を楽しむ。 

→いろんなものに触って操作する基礎になるよ。粘土の感覚を嫌がってしまう時

は、ラップの上から触ってみるのも良いね。 

 

握る、つまむ、ちぎる、伸ばす、丸める、押す、引っ張るなどの動作を行う。 

→指先や手のひら、両手をたくさん使えるよ。伸ばす棒などを使うのも楽しいよ。

コインやおはじきを刺したり、中に入れて探してもらったりするのも手先の力

を使いながら楽しめるよ。 

 

フォークやお箸、ハサミなどの道具を練習するときの材料として使う。 

→フォークで刺すことができるよ。 

指を切る心配の少ないプラスチックのハサミでもよく切れるよ。 

おままごとなどでやりとりも楽しもう。 

 

目的の形をつくる。 

→まずはヘビやキュウリなど、伸ばして出来る形が簡単かも。 

 大人が作ったものをマネしてみよう。 

 

自由な作品をつくる。 

→自由度が高いのが粘土の特徴です。想像や創造をしよう！ 

手洗いや掃除の練習につなげる。 

→手が汚れた・手を使った感覚がわかりやすいから、手洗いを頑張りやすいかも。

机を拭くなどもしてもらいましょう。 

 

手 

道具 

考える 

身辺処理 

 

他にもこんな使い方ができるよ！ 

この遊びのポイントを紹介します☆ 


